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1.はじめに 

 

昨今、愛名やまゆり園や厚木精華園では、高

齢知的障害者支援が課題にあがっている。 

 厚木精華園は施設入所利用者の平均年齢が６

７．６歳であり、愛名やまゆり園の生活１課におい

ても、７０歳で車椅子の方や医療的ケアが必要な

方がいる。 

 その中で、一支援員として何かできることがない

かということで、フランス発祥の認知症ケア「ユマ

ニチュード」という技術を使い、利用者さんへのよ

り良いケアの実践を目指し「ユマニチュード」をテ

ーマに一年間、研究活動を行った。 

 

2.ユマニチュードとは 

 

 ユマニチュードとはフランスのイヴ・ジネストとロ

ゼット・マレスコッティの二人により作り出された、

「知覚・感情・言語」による包括的コミュニケーショ

ンに基づいたケアの技法である。そもそもユマニ

チュードとは、「人間の尊厳の回復」といった「人

間らしくある」という意味を持って生まれたフランス

語の造語である。ユマニチュードとは、ケア対象

者に「私は、あなたのことを大切に思っていま

す。」というメッセージを発信し続け、その人の人

間らしさを尊重し続けるものであると定義された。 

 

 
 

3.日々の利用者支援の中で 

 

日々の利用者支援の中で、以下のようなことは

ないだろうか。 

・ あなたにとって「手に負えない利用者」でも、他

のある職員がその人のケアを行う時に限って何

の問題もない。 

・ 「危ないので座っていてください。」「何をやって

いるんですか。」などの大きな声を出す。 
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利用者支援の中で、上記以外にも様々な場面が

出てくる。 

では、ケアを受ける利用者がどのような気持ち

でケアを受けているか考えたことはあるだろうか。

もしかしたら、一見攻撃的に見える相手の行為は、

実は本人が自分のことを守ろうとする「防御」であ

り、また自分が何をされようとしているのか説明も

なく、視線も合わせずケアを始められてしまうと、

ケアを受ける側は「恐怖」や「不安」を引き起こし

「襲われる」、「怖い」と思っているのかもしれない。 

 したがって、ケアを受ける利用者がこのような気

持ちを持つことなく、ケアを受ける側とケアをする

側の双方が「よかった」と感じられるような満足の

いく時間を過ごすことで、初めてケアを通じた幸

せな関係が成り立つのである。 

 

 
 

 では、このような関係を作るためには何が必要

なのだろうか。今回のテーマでもある「ユマニチュ

ード」の考え方に沿って説明していく。 

 

4.ユマニチュード 四つの柱 

 

これからユマニチュードにおける具体的な四つ

の柱の技法、「見る」、「話す」、「触れる」、「立つ・

歩く」について説明する。 

まず前提として、ユマニチュードはあくまでケア技

術のひとつであるため、ケアを受けた側に必ずし

も良い反応があるとは限らない。ユマニチュードで

大切なことは、やり方ではなく相手とより良い信頼

関係を築き、誠実な対応をするためにはどうした

らいいのかという点にポイントを置くことである。 

 

 
 

（１）「見る」 

 

 ユマニチュードの技術、四つの柱の一つ目は

「見る」。この「見る」という行為が相手に与えるメッ

セージは、ポジティブなものとネガティブなものの

二つに分けられる。 

 

 
 

① 「見る」 ポジティブな見方 

「見る」という行為は一見簡単そうに感じるもの

だが、ユマニチュードにおける「見る」の技術では、

「ポジティブな見方において４つのポイント」とそれ

ぞれの見方で「相手に伝える意味」がある。 
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 まず最初に、「見る」における４つのポイントとい

うのは「水平な高さでみる」、「正面の位置から見

る」、「近い距離で見る」、「時間的に長く見る」で

ある。 

 次に、この４つのポイントが相手にどのように伝

わるのかというと、まず水平な高さで見ることによ

って相手に「平等」であることを伝えている。次に

正面の位置から見ることによって相手に「正直、

信頼」を伝えている。そして、近い距離で見ること

によって相手に「優しさ、親密さ」を、最後に時間

的に長く目をみることによって相手に「友情、愛

情」を伝えている。 

 

② 「見る」 ネガティブな見方 

 ネガティブな見方として、ポジティブな見方とま

ったく反対なことを考えてみてほしい。水平ではな

く垂直に見れば「支配、見下し」を、横からの視線

は「攻撃」を、遠くから見ることで「関係性の薄さや

否定的な意味」を、短い視線を投げかけることで

「恐れ、自信のなさ」を相手に伝えてしまう。 

 また、ユマニチュードにおける「見ない」は「いな

い」と同じである。相手を見る以上は相手の存在

自体は認めていることになるが、「相手を見ない」

ということは「あなたは存在しない」というメッセー

ジを発していることに他ならないのである。 

 

 
 

（2）「話す」 

 

①「話す」 愛情や友情を伝える話し方 

次に、四つの柱の二つ目として「話す」につ

いて説明する。ユマニチュードにおける「話し

方」は、「穏やかに、ゆっくりと、前向きな言

葉使い」で相手と会話を行っていく。 

 

 
 

では、赤ちゃんにはどのように話しかけている

だろうか。大抵の人は「声のトーンは優しく」、「歌

うように穏やかに」、「口からでる言葉は愛情深く、

優しさを込めた表現」になるだろう。 

人生におけるポジティブな関係で、愛情や友

情を伝える場面では、このような会話技術が使わ

れている。 
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②「話す」 悪い話し方 

ユマニチュードにおける「話す」の悪い例は、

「話さない」ということである。ユマニチュー

ドにおいて話さないということは「いない」と

いうことと同じ意味になり、相手を無視して話

しかけないということは「あなたは存在しな

い」というメッセージを発しているのである。 

 

 
 

③ オートフィードバック 

では、話さない人に対しての対応を考えてみ

る。 

認知症の方には、話しかけても適切な反応が

ない。したがって、徐々に話すことが少なくなって

いくことは自然なことだ。しかし、ユマニチュードに

おいて我々ケアをする側は、「あなたはここにい

る」ということを相手に伝え、その人間らしさを取り

戻すために、反応のない人にも話しかけ「絆」を結

ぶことが大切である。 

では、どのように話さない人に対して「話す」技術

を使うのか。ユマニチュードでは「オートフィードバ

ック」を用いて話をする。 

 オートフィードバックとはケアをしている最中、そ

のケアの行為を言葉にしてみるということ。つまり

ケアの実況中継を行うということである。 

このオートフィードバックによって、無言になりがち

なケアの場に言葉をあふれさせることができ、これ

によって反応がない人でも言葉によるコミュニケ

ーションの時間を７～８倍にも伸ばすことができる

のである。 

 

 
 

（３）「触れる」 

 

ユマニチュードの四つの柱の三つ目は、「触れ

る」である。この触れるにも「見る」、「話す」と同様

に相手に与えるポジティブなメッセージとネガティ

ブなメッセージがある。 

 

 
 

①「触れる」 ポジティブな触れ方 

 まずはポジティブな相手への触れ方と、その行
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為が伝える意味を説明する。触れ方としては、「広

く」、「柔らかく」、「ゆっくり撫でるように」、「包み込

むように」、「５歳児の力以上は使わない」の５つ。 

次に、この５つの触れ方が相手に伝える意味は

「優しさ」、「喜び」、「慈愛」であり、この触れ方自

体がケアを受ける人に優しさを伝える技術というこ

とである。 

 

 
 

②「触れる」 ネガティブな触れ方 

 ネガティブな「触れる」について考えていく。間

違った触れ方は相手に「攻撃された？」と思われ

てしまい、ましてや認知症の方のように自分と周

囲の状況が理解できない人にとっては、恐怖や

苦痛でしかない。 

 

 
 

③驚かせない触れ方 

 では、ポジティブな触れ方で具体的に相手を驚

かせずに「触れる」にはどこを触れればよいのだ

ろうか。下記の図を基に説明する。図の人物は、

カナダの脳外科医が描いた「ペンフィールドのこ

びと」と言い、このこびとは体の大きい部分がより

敏感な所として描かれている。つまり、手や顔、唇

は敏感な部位になり、上腕や背中などは鈍感な

部分となる。急に敏感な顔や手に触れると相手は

驚いてしまい、逆に上腕や背中などから触れるこ

とで相手を驚かすことを防ぐのである。 

 

 
 

（４）「立つ・歩く」 
 

 最後に、ユマニチュードの四つの柱の四つ目は

「立つ・歩く」である。この「立つ」という行為をする

ことでケアを受ける側、ケアを行う側のお互いが

「人間」であるという意識が芽生えるのである。 

 

 
 

①人としての尊厳を取り戻す 

 「立つ・歩く」ことにどのようなメリットがあるのかと

いうと、まず人は立ち、歩くことで、血流が良くなり

筋力の低下を予防するなど、身体的メリットが多く

ある。そして身体的メリットと同様に「立つ・歩く」と

いうことは、人間であることの尊厳を自覚させる手
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段でもある。 

 

 
 

②一日合計２０分 立位でケアを 

 では、「立つ・歩く」ができなくなってしまった寝

たきりの人はどうなってしまうのか考えてみる。 

 寝たきりになってしまった人はいつも見降ろされ

垂直の視線しか受けることができず、やがて外側

の世界に関心を向けることが少なくなり、徐々に

身体機能も低下してしまう。「立つ・歩く」を行わな

いことで、唯一無二の人間として存在する可能性

を奪ってしまうのである。 

 そこでユマニチュードにおける「立つ・歩く」のポ

イントとして何をすべきかというと、それは「１日２０

分、立位でケアを行うこと」である。 

ユマニチュードの中で、もしケアを受ける人が４

０秒間立っていることができれば、その時間を有

効に使い、日常生活の動作と組み合わせることで

「立位を含んだケア」が可能になる。よって立位の

機能維持のリハビリテーションとしての独立した時

間をとらなくても、日常生活の動作の中において

１日に２０分程度立位を含めた時間を確保するこ

とができる。 

高齢者は３日から３週間もあれば寝たきりにな

ってしまうので、このように「立つ・歩く」を意識する

ことで、寝たきりになることを防ぐことができ、結果

的に人としての尊厳を取り戻すことに繋がるので

ある。 

 

 
 

5.まとめ 

 

 最後に愛名やまゆり園生活１課における、ユマ

ニチュードの導入について考察する。 

 ユマニチュードの技術の対象が認知症の方で

あるため、知的障害者に対してこの技術を導入し

ている施設はほとんどなく、検証結果も明らかに

なっていないのが現状である。 

 そのことについて我々が参加した「ユマニチュー

ド基礎研修」での講師の意見によると、「知的障害

者の人への効果は大きくないかもしれないが、わ

ずかながら変化は見られる可能性があるのではな

いか。」との返答があった。 

このことを踏まえ、実際に愛名やまゆり園生活１

課の利用者に対してユマニチュードの技術を用

いてコミュニケーションを図ってみた。結果として、

人によって首を背けたり視線を反らしたりなどこち

らが考えていたような反応では無いこともあったが、

普段より笑顔が多く見られたりする場面もあった。 
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しかしそれ以上に、このユマニチュードの考え

方や技術を学んだことで職員側の利用者に対す

る接し方が変わってきた。 

まず、ひとつに利用者に話しかけることが増え

たということ。次に、話しかける時に相手の目をよ

く見るようになったことや、より近い距離で利用者

に接するようになったこと。 

そして、服薬や食事、日々の生活において利

用者のペースに合わせることを意識するようにな

ったことである。 

人と人が絆を深めていくことは、一朝一夕でで

きることではない。だからこそ、一見当たり前のよう

に感じる言葉や行動を意識することがとても大切

であり、その結果としてケアをする側に優しさが生

まれるということを、この「ユマニチュード」の考え

方や技術から学ぶことができた。 

 よってこのユマニチュードの考え方や技術を今

後の知的障害者のケアや生活支援の向上に繋

げるために、継続的に実践し検証する価値は大

いにあると我々の研究発表グループは考える。 
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